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「「「右見て、左見て」「「右見て、左見て「右見て、左見て」」

松松松崎幼稚園岩科園で、交通教室が行われました。松松崎幼稚園岩科園で、交通教室が行われました松崎幼稚園岩科園で、交通教室が行われました。。

（（（4／１９）（（4／１９（4／１９））
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平成2４年度 松崎町消防団役員名簿

人 員
山田 亘本部長

山本 謹吾

土屋 宗三郎
副団長中村 一夫団 長

本

部 12

＜消防庁長官表彰＞

永年勤続功労賞

副団長 土屋 宗三郎

人 員
管 轄 区 域副分団長小隊分 団 長

分

団 分 団小 隊

５９

２８東・西・南・北・中浅賀 哲親１

中村 和行

（中区）

１
分
団

１５宮内・伏倉石田 和也２

１５道部横田 英文３

３４
２０江奈１・２・３・４関 雅人１石田 一嘉

（江奈）

２
分
団 １３櫻田平野 豊彦２

３８

１２吉田・南郷・建久寺・那賀土屋 孝弘１

渡邉 和人

（船田）

３
分
団

１２船田・門野馬場 年一２

１３峰輪大石 照彦３

２９
１６大澤・明伏・小杉原松本 賢太１鈴木 隆

（小杉原）

４
分
団 １２池代鈴木 薫２

５１

１６山口・指川・金沢斎藤 貞治１

後藤 育正

（八木山）

５
分
団

１２野田・中村・松尾山口 薫２

１１峰佐藤 清岳３

１１八木山加賀 孝志４

３９

１３岩地青木 一美１

鈴木 勝二

（雲見）

６
分
団

１２石部高橋 康之２

１３雲見高橋 英男３

２５０合 計

【問合せ】 総務課消防防災係 電話４２－３９６３（直通）

松松松
崎
町
消
防
団

入

団

式

松松
崎
町
消
防

松
崎
町
消
防
団団

入

団

入

団

式式

平
成

年
度
松
崎
町
消
防
団
入

２４

団
式
が
４
月
１
日
（
日
）
午
後
７

時

分
か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化

３０
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
新
役
員
や
新
、
再
入
団

員
総
勢

人
の
代
表
者
に
対
し
、

７０

中
村
団
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

第
１
分
団
第
３
小
隊
の
金
子
知
樹

団
員
が
「
命
令
や
規
則
を
守
り
、

良
心
に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

中
村
団
長
は
「
消
防
団
を
と
り

ま
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町

民
を
守
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層

自
主
防
災
組
織
と
協
働
し
た
消
防

団
づ
く
り
に
精
進
し
よ
う
。」
と
訓

示
し
、
防
災
体
制
の
充
実
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

新
年
度
の
体
制
整
う

宣誓する金子知樹新入団員

＜日本消防協会長表彰＞

精績章 分団長 渡邉 和人

勤続章 団 長 中村 一夫

表彰を受ける土屋副団長
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松
崎
町
消
防
団
第
１
分
団
第
１

小
隊
ポ
ン
プ
庫
が
完
成
し
、
３
月

日
（
金
）
に
引
渡
式
と
神
事
が

２３行
わ
れ
ま
し
た
。

引
渡
式
で
は
、
齋
藤
町
長
か
ら

中
村
分
団
長
へ
鍵
の
引
き
渡
し
が

行
わ
れ
、
齋
藤
町
長
は
「
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
お
い
て
課
せ
ら
れ
る
重

要
な
任
務
を
遂
行
す
る
上
で
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
大
い
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。

引
渡
式
終
了
後
、
小
隊
、
地
区

関
係
者
が
出
席
し
、
神
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
１
分
団
第
１
小
隊
と
第
５
分

団
第
３
小
隊
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
が
更
新
さ
れ
、
３
月

日
（
木
）

２９

に
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
小
隊
の
旧
消
防
車
両
は
、
２０

年
以
上
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
今
回
、

更
新
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

松
崎
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
概
要

１

目
的

こ
の
条
例
は
、
町
か
ら
の
暴
力

団
の
排
除
に
関
し
、
基
本
理
念
を

定
め
、
町
、
町
民
、
事
業
者
等
の

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
的

施
策
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
の
確

保
と
、
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

２

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
（
基
本
理
念
）

暴
力
団
排
除
は
、
暴
力
団
が
町

民
生
活
お
よ
び
町
内
の
事
業
活
動

に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
存
在
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
次

の
３
項
目
を
基
本
と
し
て
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

陰
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
こ
と

隠
暴
力
団
に
対
し
て
資
金
を
提
供

し
な
い
こ
と

韻
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
こ
と

３

町
、
町
民
、
事
業
者
の
役
割

〈
町
の
役
割
〉

町
民
や
県
、
他
市
町
等
と
連
携

お
よ
び
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
暴

力
団
の
排
除
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
。

〈
町
民
の
役
割
〉

関
係
者
と
相
互
の
連
携
お
よ
び

協
力
を
図
り
な
が
ら
、
暴
力
団
の

排
除
の
た
め
の
活
動
を
自
主
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
の
施
策

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

〈
事
業
者
の
役
割
〉

事
業
に
関
し
て
暴
力
団
と
の
一

切
の
関
係
を
遮
断
す
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
町
の
施
策
に
協
力

す
る
。

４

町
の
事
務
お
よ
び
事
業
に
お

け
る
措
置

町
は
、
公
共
工
事
や
そ
の
他
の

町
の
事
務
お
よ
び
事
業
に
お
い
て
、

暴
力
団
を
利
用
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

５

町
民
等
に
対
す
る
支
援

町
は
町
民
等
に
対
し
、
情
報
提

供
や
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

６

青
少
年
に
対
す
る
教
育
等
の

た
め
の
措
置

町
は
中
学
校
や
高
等
学
校
に
お

い
て
、
そ
の
生
徒
が
暴
力
団
へ
加

入
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
暴
力
団

犯
罪
の
被
害
を
受
け
な
い
た
め
の

教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
措

置
を
講
じ
ま
す
。

７

利
益
供
与
の
禁
止

町
民
が
暴
力
団
や
暴
力
団
員
等

に
金
品
等
の
利
益
を
供
与
す
る
こ

と
を
禁
止
し
ま
す
。

８

暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す
る

こ
と
の
禁
止

町
民
が
債
権
の
回
収
や
紛
争
の

解
決
等
で
暴
力
団
の
威
力
を
利
用

す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

～
暴
力
団
追
放
三
な
い
運
動
～

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

・
暴
力
団
に
対
し
て
資
金
を
提
供

し
な
い

・
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

こ
の
運
動
を
実
践
し
、
暴
力
団

の
い
な
い
安
心
安
全
な
生
活
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

消

防

ポ

ン

プ

庫

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

引
渡
式

消

防

ポ

ン

プ

庫

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

引
渡
式

消
防
ポ
ン
プ
庫

松松松
崎
町
暴
力
団
排
除
条
例

松松
崎
町
暴
力
団
排
除
条

松
崎
町
暴
力
団
排
除
条
例例

松
崎
町
で
は
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
な

生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

第５分団第３小隊

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

第１分団第１小隊

ԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐԐ



4

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）

は
、
加
入
者
の
皆
様
が
病
気
や
け

が
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
金
（
保
険

税
）
を
出
し
合
い
、
必
要
な
医
療

費
に
充
て
て
助
け
合
う
医
療
保
険

制
度
で
す
。

松
崎
町
の
国
保
加
入
者
は
、
平

成

年
３
月

日
現
在
で
１,

６

２４

３１

６
９
世
帯
、
３,

０
１
７
人
で
町

全
体
の
約

舒
が
加
入
し
て
い
ま

３９

す
。国

保
財
政
は
加
入
者
が
納
め
る

保
険
税
と
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

や
交
付
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
等
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

長
引
く
不
況
の
影
響
に
よ
り
加

入
者
の
所
得
が
減
少
す
る
一
方
、

高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等

に
よ
り
、
医
療
費
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

財

政

の

現

状

国
民
健
康
保
険
の
し
く
み

み
ん
な
で
支
え
あ
う

～
国
民
健
康
保
険
～

み
ん
な
で
支
え
あ
う

～
国
民
健
康
保
険
～

平成２３年度

決算（見込）

１人当たり

国保税

８３，０９４円

給付費

２５２，５４１円

平成２４年度
予 算

本年度の国保会計は、総額１２億５，８１３万３，０００円となり、

歳出では保険給付費が約７割を占めています。

一方、歳入の保険税は全体の約２割にとどまっています。

医療費削減は、上手な受診から

医療の受け方、生活習慣を少し見直すだけで医療費を節約することができます。上手な

受診を心がけて、医療費の節約にご協力をお願いします。

○１つの病気でむやみにお医者さんを変えないようにしましょう（重複受診）

○時間外や休日の受診はなるべく避けましょう（時間外受診）

○薬を必要以上に多く欲しがるのはやめましょう

○かかりつけ医をもちましょう

○定期健診を受けましょう（５月2８日より特定健診が始まります）

【問合せ】 健康福祉課 （４２）３９６６

※給付費は、保険者が負担している金額で、皆様が病院窓口で負担している金額は含みません。



受
診
し
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

555

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

定

期

的

な

受

診

を

近
年
、
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、

虚
血
性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、

糖
尿
病
等
）
が
増
え
、
日
本
人
の

死
亡
原
因
の
約
２
－３
、
ま
た
増
加

す
る
医
療
費
の
約
１－３
を
占
め
て

い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。

特
定
健
診
は
毎
年
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
受
診

し
て
い
れ
ば
数
値
の
変
化
か
ら
、

病
気
の
進
行
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
は
受
診

す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
に
原
因

を
発
見
し
、
生
活
改
善
、
早
期
治

療
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
費

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

平
成

年
度
の
特
定
健
診
受
診

２３

率
は
、
全
体
で

・
８
舒
、
特
に

３６

歳
代
の
男
性
に
つ
い
て
は
、
・

４０

１４

５
舒
と
低
い
受
診
率
で
し
た
。

特
定
健
診
は
、
５
月

日
か
ら

２８

始
ま
り
ま
す
。
健
診
時
に

歳
か

４０

ら

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
に

７４
加
入
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。（
対
象
者
の
皆

様
に
は
受
診
券
を
郵
送
い
た
し
ま

す
。
日
程
等
詳
細
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。）

今
年
度
の
特
定
健
診
も
５
０
０

円
（
心
電
図
、
眼
底
検
査
対
象
者

含
む
）
で
受
診
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
松
崎
町
で
は
基
本
検
査

項
目
に
加
え
、
尿
酸
（
痛
風
等
の

検
査
）
と
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
慢
性

腎
臓
病
等
の
検
査
）
の
項
目
を
追

加
（
負
担
金
５
０
０
円
に
含
ま
れ

る
）
し
、
よ
り
充
実
し
た
検
査
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
合
に
よ
り
、
特
定
健
診
が
受

診
で
き
な
か
っ
た
方
は
、人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
健

診
結
果
お
よ
び
質
問
票
を
提
出
す

る
こ
と
で
、
特
定
健
診
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
３０

歳
か
ら

歳
未
満
の
方
で
、
前
年

７５

度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
し
て
い

る
方
で
す
。

※
今
年
度
か
ら
、
左
記
に
つ
い
て

も
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
脳
ド
ッ
ク

○

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

７５保
険
の
方

今
年
度
か
ら

歳
以
上
の
男
性

５０

は
前
立
線
が
ん
検
診
も
受
け
ら
れ

ま
す
（
負
担
金
３
０
０
円
）。
受
診

を
希
望
す
る
方
は
、
健
診
当
日
に

受
付
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
年
に
１
度
は
特
定
健
診
を
受

診
し
て
、
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ

う
。

肺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
は
特
定
健
診
と
同
時
に
実
施

で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
腸
が
ん
検

診
は
、
受
診
を
希
望
し
た
方
に
、

事
前
に
容
器
等
を
送
付
し
受
け
付

け
し
ま
す
。
申
し
込
み
を
忘
れ
た

方
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

昨

年

度

の

受

診

率

平
成

年
度

特
定
健
診

24

が
ん
検
診
と
同
時
実
施

歳
以
上
の
男
性
に

50
お得な特定健診 ワンコイン（５００円）で受診できます

□メタボを早期発見！早期治療！

□毎年受けて健康状態を把握！生活習慣を振り返る！

□健診の結果、生活習慣改善の必要な方は、「特定保健指導」

を受け、生活改善！

□医療費も抑制できる！

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

人間ドック助成対象および助成金額

助成額対 象

15,000円１日ドック

25,000円短期ドック

15,000円脳 ド ッ ク

※年度内、いずれかを１人１回まで。

※自己負担額が助成金額以下の場合は、

自己負担額を助成金額とします。



6

－

俳

句－

山

本

武

男

小

林

忠

男

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

稲

葉

文

字

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

鈴
木
す
み
江

清

水

高

子

松
田
美
智
子

斎
藤
み
つ
子

春
の
水
光
り
て
よ
ど
み
又
流
る

降
り
そ
め
て
夜
に
入
る
今
日
の
木
の
芽
雨

騙
さ
れ
た
ふ
り
し
て
だ
ま
す
四
月
馬
鹿

菜
の
花
を
縫
っ
て
流
れ
の
た
お
や
か
に

燕
来
る
後
継
ぎ
の
無
き
商
店
街

先
生
は
お
前
呼
ん
で
る
四
月
馬
鹿

川
底
も
明
る
く
見
え
て
冴
え
返
る

ふ
る
さ
と
や
一
雨
ご
と
に
山
笑
う

わ
た
く
し
に
翼
が
欲
し
い
四
月
馬
鹿

新
茶
摘
む
姉
さ
ん
か
む
り
の
老
姉
妹

大
ぴ
ら
の
嘘
も
つ
け
ず
に
四
月
馬
鹿

大
振
に
作
る
も
母
似
の
草
の
餅

知
り
人
の
名
前
浮
か
ば
ぬ
万
愚
節

病
床
の
窓
に
さ
え
づ
り
届
き
け
り

花
便
り
切
手
も
花
を
選
び
け
り

蕎
麦
汁
に
添
え
て
薬
味
の
春
大
根

番
犬
の
鼾
か
す
か
に
四
月
馬
鹿

い
び
き

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

町 の 人 事

「
野
焼
き
」は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
野
焼
き
」は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

河
川
管
理
を
行
う
た
め
の
廃
棄

物
の
焼
却
等
）

○
災
害
予
防
や
応
急
対
策
、
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却
生
活
環
境
へ
の
配
慮
を

例
外
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
漁

網
等
の
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
や
悪
臭
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

煙
害
等
で
、
近
隣
住
民
へ
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。野

焼
き
は
火
災
に
つ
な
が
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
風
が
強
い
と

き
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き

は
行
わ
な
い
な
ど
、
十
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

廃
棄
物
を
処
理
す
る
に
は

町
で
定
め
た
基
準
を
守
り
、し
っ

か
り
分
別
し
て
、
適
切
な
方
法
で

廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

焼
却
設
備
を
使
用
せ
ず
、
廃
棄

物
を
焼
却
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る「
野

焼
き
」
）
は
、
一
部
の
例
外
を
除

き
、
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
ド

ラ
ム
缶
等
の
粗
悪
な
設
備
に
よ
る

廃
棄
物
の
焼
却
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
法
律
の
基
準
に
適
合
し
な
い

設
備
で
の
廃
棄
物
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
禁
止
の
例
外

○
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の

焼
却
（
雑
草
や
剪
定
し
た
枝
等

の
焼
却
）

○
日
常
生
活
を
営
む
上
で
行
わ
れ

る
焼
却
で
軽
微
な
も
の
（
た
き

火
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

等
）

○
風
俗
習
慣
上
や
宗
教
上
の
行
事

の
た
め
の
廃
棄
物
の
焼
却
（
ど

ん
ど
焼
、
お
盆
の
迎
え
火
等
）

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
施
設
管
理
の
た
め
の
廃
棄
物

の
焼
却
（
河
川
管
理
者
に
よ
る

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

町
の
新
し
い
監
査
委
員
に
４
月

１
日
付
け
で
、
土
田
利
雄
さ
ん

（
江
奈
１
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

土
田
さ
ん
は
、
昭
和

年
に
県

３８

立
松
崎
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
当

時
の
大
蔵
省
東
海
財
務
局
に
入
省
、

本
省
勤
務
等
を
経
た
後
、
住
宅
都

市
整
備
公
団
に
勤
務
し
、
平
成
１６

年
に
退
職
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま

す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

監
査
委
員
の
選
任

平成２４年４月１日付け採用職員

総務課総務係

美 橋 千 夏

窓口税務課納税係

金 子 知 樹

生活環境課環境保全係

松 本 紗 希

企画観光課電算係

土 屋 究

健康福祉課福祉係

鈴 木 みなみ

窓口税務課戸籍窓口係

山 田 ひかり

教育委員会事務局共同調理場

保 坂 亮 三

【問合せ】総務課（４２）３９６３

齋藤町長（右）から辞令を受ける土田委員（左）



４／１

第２８回 中川三聖まつり

式典では、松崎小学校３年生による合唱や松崎
高校吹奏楽部の演奏等が行われました。また、会
場内のサービスコーナーや地場産品の直売所等も、
多くの来場者で賑わいました。

４／８

みなとでみんなと春のピカ市

松崎港には、雑貨や衣類、飲食物等７０店のフ
リーマーケットが出店しました。来場者は、ず
らりと並んだ商品の中から掘り出し物を見つけ
る等して、思い思いに春の１日を楽しみました。

77

平
成

年
度
当
初
予
算

24

今
年
度
予
算
の
総
額
は
、

億
３３

４,

０
０
０
万
円
と
な
り
、県
内
で
、

も
っ
と
も
少
な
い
予
算
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
な
い
予
算
で
も
、

小
さ
い
町
に
し
か
で
き
な
い
機
敏

な
動
き
で
、町
の
特
色
を
生
か
し
、

他
市
町
に
対
抗
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
力
を
入
れ

た
い
事
業
の
一
つ
が
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ
の
加
盟

に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
連
合
加
盟
は
、
私
が
推

進
し
て
い
る
「
平
成
の
花
と
ロ

マ
ン
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の

集
大
成
と
な
る
も
の
で
す
。

連
合
加
盟
に
よ
っ
て
、
町
の

進
む
べ
き
方
向
を
示
し
、
町
民

の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
６
次
産
業
化
へ
の
足

が
か
り
と
し
て
、
ハ
ー
ブ
の
試

験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ハ
ー
ブ
栽
培
は
、
耕
作

放
棄
地
対
策
だ
け
で
な
く
、
収

穫
し
た
ハ
ー
ブ
を
使
い
、
体
験

教
室
や
地
元
食
材
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

自
然
体
験
学
校
の
さ
ら
な
る
推
進

を
図
る
も
の
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
町
内
に
は
、
石

部
の
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
岩

地
地
区
の
修
学
旅
行
等
、
体
験
を

通
じ
て
対
価
を
得
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
体
験
に
共
通
し
て

い
る
点
は
、
地
域
で
生
活
を
営
む

た
め
に
身
に
つ
け
た
技
術
が
都
市

部
に
暮
ら
す
方
に
と
っ
て
、
他
で

は
体
験
で
き
な
い
魅
力
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
松
崎

を
訪
れ
て
い
た
だ
く
お
客
様
を

増
や
す
と
と
も
に
、
労
働
人
口

や
所
得
の
増
加
が
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
特

技
や
魅
力
を
発
揮
で
き
る
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
３／２９

春の訪れを告げる「ヒジキ刈り」（石部区）

石部区では、春の到来を告げるヒジキ刈りが
行われました。地域住民約５０人が参加し、海岸
の岩場にびっしりと生えそろったひじきを、鎌
を使い手際よく刈り取りました。

３／３１～４／１
第１２回 伊豆松崎なまこ壁と桜のツーデーマーチ

第１日目は、あいにくの雨天となりましたが、
全国各地から２日間で延べ６４９人が参加し、那
賀川堤の桜並木やなまこ壁の街並み、那賀の田
んぼをつかった花畑等を眺めながら歩きました。

町長室からこんにちは ◯２９



届出人年齢氏 名地 区

信 行91稲葉いち道 部

浩 光40関 絵 美池 代

和 俊82秋 山 秀 光野 田

計 子80伊 藤 實南 区

智 幸84山 導 啓江奈２

律 治88佐藤さつき櫻 田

正 志96田 中 朝 租野 田

二92土濱しづ江伏 倉

渡辺達也82渡 邉 昭 哉雲 見

博 次82関 昭 雄宮 内

三宅美恵子83山 本 哲石 部

公 夫90池シゲノ野 田

香 代 子63萩 原 悟北 区

啓 史69大 場 郁 子江奈３

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，７４６人（－５３人）

男 ３，６７３人（－１８人）

女 ４，０７３人（－３５人）

世帯数 ３，０９０戸（－１４戸）

転 入 ４５人 転 出 ８６人

出 生 ４人 死 亡 １６人

（平成２４年３月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ５件 （＋４）

物損事故 ５件 （－６）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ５人 （＋３）

二
〇
一
二
年
五
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

七

六

号

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２４年３月発生分

（ ）内は前年同月比

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（33月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

尾 中 伊 誉女未 来
み らい

雲 見

石 田 稔女さ く ら江奈２

鈴 木 英 樹男専 太
せん た

江奈２

渡 邉 和 夫女華 音
か のん

江奈１

おめでとうございます（出生）

帯
広
の
花
見
は
５
月
中
旬
が
ピ
ー

ク
で
す
。
市
内
の
花
見
の
名
所
の

一
つ
、
緑
ヶ
丘
公
園
内
に
は
動
物

園
や
美
術
館
、
児
童
会
館
に
隣
接

し
て
野
草
園
が
あ
り
ま
す
。

北
国
の
遅
い
春
、こ
こ
で
は
白
、

ピ
ン
ク
、
紫
の
花
が
咲
き
競
い
ま

す
。
今
、
園
内
で
は
オ
オ
バ
ナ
ノ

エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
や
ニ
リ
ン
ソ
ウ
が

見
頃
で
、
あ
た
り
一
面
が
白
い
花

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ

オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
は
、
北

海
道
内
で
も
東
部
で
な
け
れ
ば
あ

ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
花
で

す
。他

に
も
ピ
ン
ク
の
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
や
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
青
紫
の

エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
等
が
咲
き
、
春

は
背
丈
が
低
い
草
花
た
ち
が
主
役

で
す
。

６
月
に
入
る
と
背
丈
の
高
い
花

が
咲
き
出
し
ま
す
。
種
か
ら
開
花

ま
で

年
以
上
か
か
る
薄
緑
色
の

１０

オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
、
だ
い
だ
い
色
の

エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
等
が
そ
の
存
在
を

主
張
す
る
傍
ら
で
、
小
柄
な
ス
ズ

ラ
ン
や
ク
ロ
ユ
リ
が
遠
慮
が
ち
に

咲
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
花
は
、帯
広
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

が
、
北
海
道
土
産
の
包
装
紙
で
皆

様
は
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

帯
広
に
本
社
が
あ
り
、
依
田
勉

三
翁
や
晩
成
社
に
ち
な
ん
だ
お
菓

子「
ひ
と
つ
鍋
」「
マ
ル
セ
イ
バ
タ
ー

サ
ン
ド
」
等
で
全
国
的
に
知
ら
れ

て
い
る
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
包
装
紙

に
は
、

年
以
上
に
わ
た
り
十

５０

勝
・
帯
広
の
草
花
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
包
装
紙
の
と
お
り
に

花
が
咲
く
か
確
か
め
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
帯
広
野
草
園
で
実
物
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

帯
広
市
か
ら

「「
帯
広
の
草
花

「
帯
広
の
草
花
」」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
④

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
④
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

雑
誌
等
で
開
運
を
売
り
に
し
た
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
の
広
告
を
し
ば
し
ば
目

に
す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
商
品
の
中
に
は
、
注
文
後
商

品
が
到
着
す
る
と
「
利
用
方
法
に
つ
い
て
の

詳
し
い
説
明
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
の
電
話
番

号
ま
で
」
等
と
書
か
れ
た
用
紙
が
同
封
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
電
話

番
号
に
電
話
を
す
る
と
「
悪
霊
に
取
り
つ
か

れ
て
い
る
」、「
近
い
う
ち
に
大
け
が
を
す
る

運
気
に
な
っ
て
い
る
」等
と
不
安
を
あ
お
り
、

祈
祷
を
す
る
よ
う
に
勧
め
、
祈
祷
料
名
目
で

高
額
の
費
用
を
だ
ま
し
取
る
悪
質
な
手
口
も

み
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
手
口
の
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、

法
的
に
は
特
定
商
取
引
法
と
い
う
法
律
に
基

づ
く
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
取
消
、
そ
も
そ

も
社
会
的
に
許
さ
れ
る
取
引
で
は
な
い
と
し

て
契
約
は
無
効
で

あ
る
と
主
張
す
る

等
し
て
被
害
回
復

を
図
る
方
法
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
た

場
合
は
、
い
ち
早

く
役
場
等
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
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開
運
グ
ッ
ズ
商
法
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